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１０／２２（土）長久手市社会福祉大会

本日、長久手市福祉の家で第３１回長久手市社会福祉大会が行わ

れました。この大会は、「福祉のまち 長久手」の実現に向け、心を

一つにするために行われました。優良児童の表彰では、各小中学校

から１名ずつ選ばれ、本校では６年の山本莉子さんが表彰されまし

た。

その後の福祉体験作文の発表では、各小中学校から１名ずつ発表

しました。本校では荒木理萌さんが、「福祉が必要とすること」という題で発表しました。

内容は下の通りです。

この発表を聞いて、福祉について改めて考えるよい機会となりました。１０／３１（月）

の朝会で発表してもらう予定です。

「福祉が必要とすること」

市が洞小学校 荒木 理萌

私は５年生の授業で福祉について学習しました。福祉実践教室で体験したことか

ら福祉は人を思いやる気持ちが大切だと感じました。

そのように考えたのは、福祉実践教室を体験して、障害者の方の気持ちが今まで

のようになんとなくではなくて、具体的に分かる事ができたからです。

高齢者擬似体験では、手や足に重いおもりや関節が動かないように制限するなど

して、階段を上り下りしました。おもりなどをつけると歩きづらいだけでなく、目

線も変わり、特に降りる時は転びそうになり怖かったです。

ガイドヘルプ体験では、誘導する側もされる側もしっかり誘導しなければいけな

い気持ちや、相手を信用しないと進めない不安などで一歩前に進むことが、とても

大変だなと思いました。こうした障害者の方の気持ちを理解することが自分たちに

できることを考えるために大切だと感じたのです。

そして、この体験をした後、私が街を歩いていると障害者の方のことを考えて建

物や公共交通機関などに工夫がされていることに気がつきました。例えば、公共交

通機関の場合、駅の改札入口付近にある音声案内やホームの点字ブロックなどがあ

ります。実際に私は視覚障害者の方が改札にある階段を白杖を使い、点字ブロック

をたどりながら歩いているのを見かけたことがあります。そんな時、私は友達と「大

丈夫かな」と障害者の方の周りに何かが落ちていないか、危なくないかなどを確認

しました。とても小さな気遣いですが、そのような小さな気遣いが多く集まり、長

い時間をかけて形となってできたものが、音声案内や点字ブロックだと思います。

その想いが今の障害者の方の生活を支え、成り立っているものが「福祉」だと考え

ることができました。

これらのことから、福祉に必要なのは今もこれからも人の思いやりや温かさだと

思います。福祉実践教室を体験し、福祉とは何だろうと考えたことで、今まで見え

ていなかったものが見えてきました。日本には、様々な所に障害者の方のための工

夫がたくさんあります。つまり、たくさんの人の思いやりが詰まっている温かなも

のが福祉を支えています。

そして、私に今後できることはなんだろうと考えました。友達や家族に頼まれた

時や友達や低学年の子のために自分から何かできる事はないかなど、積極的に考え

たいと思いました。また、思いやりの気持ちをもつことを心がけて生活できるよう

になりたいと思いました。



１０／２５（火）学習発表会（２～５年）

本日、２・３・４・５年の学習発表会が行われ、多くの保護者に見ていただきました。

各学年の発表内容は下の通りです。

学年 場所 内 容

２年 各教室 図工で製作したおもちゃを披露し、グループごとに
おもちゃの作り方を説明、実演する。その後、保護者
とおもちゃを使って遊ぶ。

３年 各教室 第１部として、学級で合奏・合唱を行う。第２部と
して、総合的な学習の時間の発表で「調べよう長久手

の今と昔」について発表する。

４年 各教室・体育館 ２分の１成人式として、教室で将来の夢を一人一人

が発表し、２分の１成人証書を授与する。全員で「10
才のありがとう」を合唱する。体育館で「僕が生まれ

た時のこと」を群読し、学年合唱で｢ビリーブ｣を歌う。

５年 各教室・体育館 第１部として、総合的な学習の時間の発表で「福祉」

について発表する。第２部として、体育館で野外活動
報告会を行い、学年合唱で「with you smile」を歌う。

どの学年も練習の成果を発揮し、素晴らしい姿を見せてくれました。この学習発表会は、

これまで積み上げてきたものが、どれだけ発揮できたかを振り返る機会でした。子どもた

ちは着実に成長していることを感じましたます。できたこと、これからの課題を子どもた

ちに示して、次に進んでほしいと思います。１・６年生も楽しみです。

(２年）

(３年）



(４年)

(５年)

１０／２７（木）赤い羽根募金

２６日（水）から福祉委員会が中心となって、赤い羽根募

金が始まりました。子どもたちが、「募金お願いします」と

呼びかけました。

みなさんの善意が多くの人たちに届くようにしたいと思い

ます。

１０／２８（金）市小学校球技大会選手壮行会

明日から始まる小学校球技大会の選手壮行会が行われまし

た。金管バンドの演奏で選手が入場し、その際には、一人一

人がシュートのパフォーマンスを見せてくれました。その後、

児童代表の激励の言葉がありました。サッカー部・バスケッ

トボールの代表から力強いあいさつがありました。明日から

の本番で力を発揮してくれることを期待しています。



１０／２９（土）・３０（日）市小学校球技大会

２９日（土）・３０日（日）の２日間、市小学校球技大会が開かれ、本校のサッカー部

とバスケットボール部が出場しました。

２９日は、予選リーグで３校によるリーグ戦が行われました。サッカー部は、北小と長

久手小と対戦し、１勝１分けの１位で、バスケットボール部は、東小と長久手小と対戦し、

１勝１敗の２位で予選を通過しました。

３０日は、決勝トーナメントが行われ、準決勝で、サッカー部は東小、バスケットボー

ル部は北小と対戦しました。残念ながら、両チームとも惜敗しました。その後、３位決定

戦で、サッカー部は西小、バスケットボール部は南小と対戦しました。サッカー部は、２

点を取って快勝しました。バスケットボー部は、１点を争う展開となり、試合終了間際に

同点となり、延長戦になりました。その後の延長戦を制し、勝利しました。

サッカー部、バスケットボール部ともに３位となりました。選手の皆さん、本当によく

頑張りました。そして、おめでとう！！選手の皆さんから多くの感動をもらいました。保

護者の皆さまも応援ありがとうございました。


